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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

　

天
守
閣
の
あ
る
本
丸
広
場

の
旧
大
阪
市
立
博
物
館
（
１

９
６
０
―
２
０
０
１
年
）
は

軍
需
都
市
大
阪
の
歴
史
を
物

語
る
。
１
９
２
８
年
（
昭
和

３
年
）、
大
阪
市
長
、
関
一

が
天
守
閣
再
建
を
含
む
大
阪

城
公
園
整
備
事
業
を
提
案
し

た
。
当
時
、
大
阪
城
内
の
実

　

自
民
党
改
憲
案
の
標
的
は

９
条
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

96
条
を
先
に
緩
め
る
、
と
い

う
の
が
今
の
作
戦
だ
が
、
近

代
憲
法
の
核
心
は
人
権
の
保

障
に
あ
る
。
そ
こ
を
自
民
党

案
は
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
。

　

人
権
の
理
念
は
、
３
０
０

年
以
上
も
前
に
英
国
で
、
２

０
０
年
以
上
も
前
に
フ
ラ
ン

ス
で
生
ま
れ
た
。
中
世
の
共

同
体
的
規
制
を
破
っ
て
、
自

分
の
頭
で
考
え
行
動
す
る

「
個
人
」
を
尊
重
し
、
そ
の

自
由
を
保
障
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
が
欧

州
中
心
に
各
国
に
広
が
り
、

日
本
国
憲
法
に
も
流
れ
込
ん

で
、
憲
法
第
３
章
に
結
実
し

た
。
国
連
憲
章
に
も
謳
わ
れ

る
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ど
う
も
自
民
党

案
は
、
世
界
水
準
に
も
な
っ

た
人
権
が
お
嫌
い
の
よ
う
で

あ
る
。
現
に
自
民
党
案
の
解

説
本
『
Ｑ
＆
Ａ
』
で
は
、

「
現
行
憲
法
の
規
定
の
中
に

歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
踏
ま

え
た
も
の
」
に
す
る
の
で
、

「
個
人
が
人
権
を
主
張
す
る

場
合
」
で
も
「
他
人
に
迷
惑

を
掛
け
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
美
徳
を
守
ら
せ
る
こ
と

に
す
る
、
と
な
る
。
こ
れ

は
、
安
倍
首
相
念
願
の
「
美

し
い
国
、
日
本
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
か
く
し
て
自
民
党

案
は
「
国
民
の
権
利
及
び
義

務
」
を
定
め
た
第
３
章
の
冒

頭
12
条
で
「（
す
べ
て
の
）

自
由
及
び
権
利
に
は
責
任
及

び
義
務
が
伴
う
こ
と
を
自

覚
」
せ
よ
と
命
じ
、
す
べ
て

の
人
権
は
「
公
益
及
び
公
の

秩
序
」
に
従
え
、
と
す
さ
ま

じ
い
。

　

人
権
と
は
「
他
人
に
迷
惑

を
掛
け
」
て
で
も
実
現
す
べ

き
人
間
的
価
値
だ
と
い
う
の

が
、
３
０
０
年
以
上
も
か
け

て
培
っ
て
き
た
人
権
の
魂
で

あ
る
。「
表
現
の
自
由
」で
デ

モ
を
す
れ
ば
交
通
渋
滞
に
な

っ
て
「
迷
惑
」
だ
ろ
う
し
、

労
働
基
本
権
を
行
使
し
て
ス

ト
を
打
ち
電
車
が
止
ま
れ
ば

利
用
者
は
「
迷
惑
」
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
人
命
を
危
う
く

す
る
と
い
っ
た
よ
ほ
ど
の
こ

と
で
な
い
限
り
こ
の「
迷
惑
」

は
甘
受
す
る
の
が
、
人
権
の

人
権
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

自
民
党
案
の
「
人
権
」
に
は

人
権
感
覚
が
乏
し
い
。
そ
う

い
え
ば
13
条
の
「
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
」
と
い
う
規

定
も
、
自
民
党
案
で
は
さ
り

げ
な
く
「
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
」
に
変
え
て
い
る
。
近

代
憲
法
が
打
ち
立
て
た
独
立

の
「
個
人
」
を
棄
て
、
ベ
タ

な
「
人
の
道
」
を
説
い
て
い

る
よ
う
で
気
味
が
悪
い
。

 

（
つ
づ
く
）

権
を
握
っ
て
い
る
陸
軍
の
承

認
が
な
け
れ
ば
事
業
は
進
ま

な
い
。
そ
こ
で
関
市
長
は

「
昭
和
天
皇
即
位
記
念
と
し

て
天
守
閣
を
再
建
」
と
い
う

計
画
に
し
、
さ
ら
に
第
４
師

団
司
令
部
庁
舎
も
新
築
し
て

陸
軍
に
寄
付
す
る
と
い
う
破

格
の
条
件
を
つ
け
た
。

　

天
守
閣
再
建
の
た
め
に
集

め
ら
れ
た
市
民
募
金
１
５
０

万
円
の
う
ち
、
天
守
閣
建
設

費
が
25
万
円
、
師
団
司
令
部

庁
舎
の
新
築
費
用
が
80
万

円
、
公
園
整
備
費
が
23
万
円

だ
っ
た
。
い
か
に
大
阪
市
が

軍
部
の
ご
機
嫌
を
と
る
の
に

心
を
く
だ
い
た
か
が
分
か

る
。

　

こ
の
建
物
は
40
年
（
昭
和

15
年
）
中
部
軍
管
区
司
令
部

の
庁
舎
と
な
り
、
第
４
師
団

司
令
部
は
今
の
豊
国
神
社
付

　

天
守
閣
の
石
垣
に
は
２
カ

所
、
北
東
角
と
南
西
角
に
爆

弾
が
当
た
っ
た
痕
跡
が
残
っ

て
い
る
。
石
垣
が
ず
れ
、
黒

く
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
戦
争

を
実
感
で
き
る
最
も
重
要
な

場
所
な
の
だ
が
、
説
明
板
も

な
く
、
ほ
と
ん
ど
人
目
に
触

れ
る
こ
と
が
な
い
。
今
か
ら

30
年
ほ
ど
前
、
天
守
閣
の
近

く
に
破
裂
し
た
１
㌧
爆
弾
の

曲
が
っ
た
鉄
塊
が
無
造
作
に

転
が
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
当
時
は
ま
だ
歴
史
的

資
料
と
し
て
の
価
値
が
認
識

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
現
在
は
ピ
ー
ス
お
お
さ

か
に
展
示
し
て
あ
る
。

 
（
つ
づ
く
）

　

第
15
回
大
阪
保
険
医
団
体

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
４
月

29
日
、
関
西
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
京
都
府
亀
岡
市
）
で

開
催
さ
れ
た
。
８
組
32
人
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

歯
科
協
会
の
段
野
雅
一
氏

（
大
阪
市
東
住
吉
区
）
が
グ

ロ
ス
95
ネ
ッ
ト
72
・
２
で
初

優
勝
し
た
。

権利より「公の秩序」優先
名古屋大学名誉教授　森英樹

憲憲法法考考
③

日
時　

６
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

会
員
・
家
族
無
料

講
師　

 

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

定
員　

30
人

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

２
０
１
３
年
度
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
相
続
税
対
策

の
ポ
イ
ン
ト

日
時　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

歯
科
社
保

・
審
査
対
策
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

診
療
報
酬
学
習
会

保
団
連
の
診
療
報
酬
改
善
要
求
案
の
勘
所
と
レ
セ
プ

ト
審
査
の
現
状

日
時　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

 

砂
田
一
郎
氏
（
社
会
医
療
法
人
愛
仁
会
高
槻
病
院
脳

神
経
外
科
部
長
）

※
協
同
組
合
の
組
合
員
対
象
。
救
急
セ
ッ
ト
購
入
は
受
講
が

条
件
で
す
。

救
急
薬
品
セ
ッ
ト
販
売
講
習
会

歯
科
で
必
要
な
救
急
薬
品
の
知
識

日
時　

 

６
月
19
日
・
26
日
、
７
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
各

水
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

井
川
博
幸
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

受
講
料　

２
万
５
千
円
（
全
５
回
初
回
時
一
括
払
い
）

持
ち
物　

電
卓
、
筆
記
用
具
、
受
講
料
（
初
回
時
）

※
参
加
者
に
は
要
綱
等
を
お
送
り
い
た
し
ま
す

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催　

簡
易
記
帳
講
座

記
帳
の
基
礎　

現
金
出
納
帳
か
ら
損
益
計
算
書
ま
で

日
時　

６
月
23
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
、
保
険
医
会
館

午
前　

分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

午
後　

記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

 

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
大
気
汚
染
〜
Ｐ
Ｍ
２
・
５

も
踏
ま
え
て
」    

記
念
講
演　

小
山
明
子
氏
（
女
優
） 

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）
ほ
か

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
講
師　

 

島
正
之
氏
（
兵
庫
医
科
大
学

公
衆
衛
生
学
主
任
教
授
）

さ
さ
え
よ
う
患
者
と
家
族　

考
え
よ
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

お
だ
や
か
な
最
期
を
迎
え
て
も
ら
う
た
め
に

第
６
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

市
民
の
天
守
閣
再
建
カ
ン
パ
が
80
万
円「
流
用
」さ
れ
て
陸
軍
司
令
部
の
建
物
が
造
ら
れ
た（
上
）

１
㌧
爆
弾
が
当
た
っ
て
石
垣
が
ず
れ
、
黒
く
焼
け
焦
げ
て
い
る
天
守
閣
の
北
東
角（
下
）　
　

晴天のもと、プレーを楽しんだ
参加者＝４月29日、亀岡市　　

軍
庁
舎
に
す
り
替
わ
っ
た
天
守
閣

人
権
感
覚
に
乏
し
い
自
民
草
案

３
団
体
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
開
催

歯
科
・
段
野
氏
が
優
勝

大
阪
城

北外堀

東
外
堀

南外堀

西
外
堀

内
堀

内
堀

旧大阪市立
　博物館

京橋口

玉
造
口

青屋口

天守閣

大
手
口

二の丸

西の丸

二の丸

本丸

山里丸

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑦機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

は
、
西
欧
の

天
賦
人
権
説

に
基
づ
い
た

規
定
…
が
散

見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ

う
し
た
規
定

は
改
め
る
」

と
明
言
し
て

い
た
。
で
、

ど
う
す
る
か

と
い
う
と

「
我
が
国
の

近
に
移
っ
た
。
本
土
決
戦
に

備
え
て
本
丸
一
帯
に
は
司
令

部
を
つ
な
ぐ
全
長
３
０
０
㍍

に
お
よ
ぶ
地
下
壕
が
建
設
さ

れ
た
。
戦
後
埋
め
ら
れ
た
が

館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
現

在
は
立
ち
入
り
禁
止
で
内
部

を
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
保
存

・
活
用
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

建
物
の
基
底
部
分
や
石
垣
に

出
入
り
口
の
跡
が
残
っ
て
い

る
。
地
下
壕
が
陥
没
し
た
た

め
、
桜
門
東
側
の
石
垣
は
中

央
が
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

敗
戦
後
は
占
領
軍
の
施
設

に
あ
て
ら
れ
、
日
本
人
の
立

ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
大
阪
市
に
移
管
さ

れ
、大
阪
市
警
視
庁
、大
阪
府

警
の
庁
舎
、
大
阪
市
立
博
物


